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1．本研究の背景・目的

山積するサステナビリティ
課題（環境･貧困問題な
ど）､少子化と18歳人口の減
少、地域社会とのつながり
の重要性等

大学に対する期待や要望
の変化・多様化

既存の大学評価ランキング
の多くは偏差値、入学難易
度、教育力、研究力、就職
力、国際力、財政力を評価

国内外の企業セクターに
よるCSR推進状況と比べ、
大学の社会的責任(USR)
活動は発展途上

USRを果たすための諸活
動を評価・改善するため
の指標づくり

（千葉商科大学学長プロ
ジェクト「CSR研究」の一
環として、2017年度～）

＋在校生の誇り
を高めること

背景 目的
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2．USR評価指標づくり
の考え方

大学が教育・研究等を通じて建学の
精神等を実現していくために、社会
（ステイクホルダー）の要請や課題
等に柔軟に応え、その結果を社会に
説明・還元できる経営組織を構築し、
教職員がその諸活動において適正な
大学運営を行うこと

（USR研究会2006）

（出所）USR研究会（2006）をもとに作成

コミュニ
ティ

環境への
配慮

公正ビジ
ネス慣行
／市場
ルール

労働・
教育環

境

ステイク
ホルダー
が抱える

課題

人権

・ガバナンス
・コンプライアンス
・リスクマネジメント
・アカウンタビリティ

USRの７つの中核課題

コミュニ
ティ

環境への
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ネス慣行
／市場
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労働・
教育環

境
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課題

人権

USRとは
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University of Indonesia Green Metric 
World University Ranking (2010～)

Times Higher Education Impact 
Rankings (2019～)

➢途上国から先進国までのあらゆる大学
が回答可能な指標の設定が難しい

➢一般的な認知度はまだ低く､「USR活
動の促進」という機能はこれから

USR研究会による課題群やこれら
の新しいランキング指標を参考に
して、（日本国内の一定地域のよ
うな）限定的に適用可能な指標を
独自に創り、USR活動の促進に寄
与することを目指した。

先行する取り組みとその課題
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3．2017～2020年度の研究・活動成果

2017年度

自己評価

商大のUSR活動の予備調

査（○△×）

担当部署へのインタ

ビュー調査

今後求められる活動の検

討

2018年度

指標検討・SDGsとの

関係整理

対象：千葉商科大学

CSRレポートのレビュー

中核課題の見直し

マテリアリティの特定と

SDGsとの関連性確認

アンケート調査実施

2019年度

改善のための指標開発

対象：千葉商科大学

マテリアリティごとに改

善のための仮説設定

マテリアリティごとに定

量的・定性的KPIを検討

アンケート調査実施

2020年度

指標再検討・絞り込み

対象：他大学
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Withコロナの
ニューノーマルを前
提に再検討

KPIの絞り込み

他大学の自己評価･
改善・情報発信に資
する質問づくり



3-1. 2017～2019年度の活動成果
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マテリア
リティ

関連するSDGs アクションアイ
テム（改善点）

仮説 KPI

定量データ 定性データ

国際的人材
育成

4.17 交流機会を増や
す

交流を増やす、資格サ
ポート、入学後のイベン
トサポート

・留学人数
・提携校数
・ユニバーシティースクエアーを利
用した事がある人数
・語学に興味がある割合
・語学の授業にその国のSAがつい
ている割合
・語学検定を受けたことがあるか

・何故インターナ
ショナルスクエ
アーを利用するの
か

奨学金問題 1.2.4.8.
10.16

授業料減免者を
増やす

・奨学金の種類を増やす
・奨学金の給付制を増や
す

・奨学金制度を利用している割合
※千葉商科大学の場合
・学費給付支援機構1.2%
・日本学生支援機構14%
・給付生授業料減免制度2.6%

・何故奨学金制度
を利用するのか。

SDGsに関
する研究プ
ロジェクト

3.8,4.7,
7.1,
12.4.8,
13.1,
17.17

SDGsによる環
境と教育の向上、
改善

地域活動～貢献、地域活
性化に繋げる。
・ボランティア活動への
参加
・アクティブラーニング
の質と参加率の向上

・アクティブラーニングの満足度調
査
データ
・ボランティア参加の割合
・アクティブラーニングの参加率

・何故そのボラン
ティアに参加した
のか
・アクティブラー
ニングの理解度調
査

教員や授業
に関する改
善と重要課
題

４ 適切な授業内容
適切な教室環境
適切な授業内容

学費と授業満足度
SAの存在意義
授業人数満足度
授業時間満足度

・授業満足度調査
1.授業、講義の内容
2.教室などの学内設備
3.授業カリキュラム
4.教職員の学生に対する態度
5.18年度春学期授業評価アンケート

・授業を履修した
ことでどう役立っ
たか。

研究教育
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マテリアリティ 関連する
SDGs

アクションアイテム
（改善点）

仮説 KPI

定量データ 定性データ

・1人1人の学生の大
学生活に対する満足
度を向上させる
・キャンパス整備
・社会的起業家マイ
ンド・知識の涵養及
び実践

2-1
7-3
8-6

9-1
10.2
12.7

・快適な学生生活
・キャンパス整備計画
策定（よりよい環境の
実現）
・学生により使いやす
い快適な施設を提供
・学生が働きやすい環
境の整備

＜生協、学食＞
1. 購買販売スペース拡張
2. 店舗数の増大
3. 昼食時の空き教室の利用
削減

・昼休みに購買で並ん
でいる人数
・並びはじめからかか
る時間
・昼食の購入場所
・昼食の場所

・なぜその場所で購
入するのか
・なぜその場所を選
んだか
・生協への改善要望

<ベンチャー食堂＞
1. 人員不足の改善
2. 学生と教職員の情報共有
3. 席数の増加

・学生食堂の設備に対
する満足度
・席数の満足度
・効率の良さ

・人員不足の影響、
問題点
・男女別の席の使い
やすさの比較

・超スマート社会に
移行していく中で学
生、教職員がICT
ツールを使いこなせ
るようになる

1.4
2.1
4.3
7.3
9.a
11.1 
12.2
15.2

・ICTツールの利用を
促進する環境とサポー
ト体制を整える
・学生が快適に学生生
活を送れるキャンパス
を、学修と学生生活の
面から整備する

＜PC、ペーパーレス＞
1.学生がパソコン持参
2.授業で使用する紙の枚数を
減らし、タブレット、pcを
使った授業を行う。 会議も
同様

・PCの利用場所
・ペーパレス認知度
・授業で使っている紙
の枚数・頻度

・PC環境への不満
・講義で配布する紙
の必要性

<CUC Portal>

1.使いやすいCUCポータル
（例：教科書販売、履修登
録、操作回数など）

・ポータルの使いやす
さ
・メールの利用氏やす
さと頻度
・教科書販売など

・ポータルに欲しい
機能
・不便だと思う点
・改善要望

学生生活の改善（消費者課題）
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マテリアリ
ティ

関連するSDGs
アクション
アイテム
（改善点）

仮説
KPI案

定量データ 定性データ

施設開放
（学生食堂・
図書館など）

11.7
11.b
17.16

開かれた大
学づくり

・大学のイメージ向上
・地域の人々との繋り深化
・災害時のリスク低減

・利用者・非利用者の割合
・利用人数・頻度
・（有料施設は）売上

・開放施設名
・利用施設名
・大学のイメージ（変化）
・改善点

学生による社
会活動
（ボランティ
ア等）

2.2、3.6
9.1、11.a
14.1
15.2
15.4
15.5
17.16

大学による
社会活動の
促進

・大学のイメージ向上
・大学に対する関心の

高まり
・地域の人々との繋り深化

・地域との繋がりづくりの経験
有無の割合

・活動頻度
・参加人数・危機管理マニュア

ルの有無

・活動内容
・地域ニーズ
・活動前と後の変化

社会（学校・
行政・企業）
との協働
外部NPO/
NGOからのイ
ンプット

4.3
4.7
8.9
9.1
11.7
17.17

協働でのプ
ロジェクト
・研究促進

・大学のイメージ向上
・地域の人々との繋り深化
・研究教育力の向上
・地域の文化振興･産品販促
・持続可能な観光業促進に

貢献
・パートナーシップ推進

・協働プロジェクト数
（含：共同研究、協定、特許、

共同開発商品等）
・協働プロジェクトへの参加経

験有無の割合
・外部講師数
・SHミーティング有無

・プロジェクト内容
・協働組織の多様性
・外部講師が担当するサステ

ナビリティ課題

教育機会の提
供（公開講
座・出前授業
など）

4.3
8.6
11.3

教育研究機
会の提供・
還元

・大学に対する関心の深化
・進学率上昇、知識を持つ

人増加
・就労/就学/職業訓練のいず

れも行っていない若者減
・参加的・包括的社会の促

進

・公開講座/イベントへの参加
者数の変化（昨対）

・参加リピート率
・参加者の年代・男女構成
・満足する講座価格
・継続意欲の有無
・受講者における地域活動への

参加者数の変化

・講座内容
・講座の満足度
・参加者にとってどう役立っ

たか
・どこで知ったか
・受講者間の人間関係の変化

地域社会との繋がり
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環境問題への取り組み

マテリアリ
ティ

関連するSDGs アクションアイテム
（改善点）

仮説 KPI

定量データ 定性データ

エレベーター
使用の改善

・エレベーター
・階段

・必要な人が必要な
時に使用できる
・健康
・エネルギー消費改
善

・エレベーター
利用と会談利用
の移動時間の比
較

・啓発ポスター

教室で使われ
るエネルギー
の改善

7.2
7.3

・照明
・窓

・エネルギーの無駄
遣いを減らす
・自然エネ100%大学

(パトロール)
・教室ごとの照明
使用状況の確認
・窓の開閉の確認

・啓発ポスター

ゴミ・リサイ
クル・水使用

・廃棄物の削減
・リサイクルの推進
・水使用の改善

(特に水)
・資源の有効利用
・噴水稼働による電
力消費

・年間の廃棄物の
量
・リサイクルの状
況（量・率）
・水使用の現状

・他大学の取組み
を参考になるかも
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3-2. 2020年度の活動進捗
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マテリアリティ
KPI 他大学が回答／自己評価するための質問案

（※評価対象は、原則として直近の前年度とする）定量データ 定性データ

全般 SDGs認知度（教
職員および学
生）

SDGsを知ってい
る人の割合

SDGs理解の内容 ・教職員および学生のSDGs認知度
・（知っていると答えた回答者の）SDGsを知った

場・機会（講義／業務／地域活動など）
・教職員および学生のSDGs理解度（SDGsとはどの

ようなものだと思うか）

自大学の取り組
みの自己評価お
よび情報開示

USRレポート／
サステナビリ
ティレポート／
統合レポートの
有無

・USRレポート／サステナビリティレポートあるいは
統合レポートといった、非財務情報を開示するメ
ディアをもっているか

・大学案内ツールにUSR／SDGsへの取り組みに関す
るページがあるか

13

2020年度の活動のねらい

➢2019年度までに開発した指標・KPI案をWithコロナのニューノーマルを考慮し
再検討・絞り込み

➢他大学におけるUSR活動評価・改善のための自己チェック表を作成



中核
課題

マテリアリティ
KPI 他大学が回答／自己評価するための質問案

（※評価対象は、原則として直近の前年度とする）定量データ 定性データ

研究教育 奨学金問題 大学独自の学生支援制度、社会的
状況に応じた支援（ルーター・パ
ソコン貸出、通信費、生活費）の
周知度、応募数、参加者数

学生満足度 ・学生の「学び」を支援するための大学独自の制度
があるか（周知方法、実績も）

・社会的状況に応じた学生支援制度があるか
（周知方法、実績も）

国際的人材育成（留学・語
学研修）

ダブルディグリー、学生交流イベ
ント、留学生受入人数、語学研修
制度の周知度、応募数、参加者数

学生満足度 ・国際的人材育成のため、支援制度があるか。
・当該支援制度の利用人数

SDGsに関する研究プロ
ジェクト

プロジェクト数（活動期間、活動
人数）

プロジェクト内容、
成果（知的・物的）

・学内にSDGsを研究する組織（プロジェクト）が
あるか（プロジェクト数、活動期間、活動人数）

・当該組織（プロジェクト）の役割は何か？
・学内・学外のSDGsの理解促進や浸透のために、

活動しているか。

教員や授業に関する改善、
授業における重要課題

教員の多様性、ツールの多様性
（平均受講者数）、（ST比）、
（出席・課題提出率）、
（Complete率）、

教員の満足度（ツー
ル使いやすさ、サ
ポート、授業のしや
すさ）

・教員が授業運営しやすいように、また学生の理解
度を高めるためのツールや取り組み

学生生活の
改善（消費
者課題）

適切な学習環境（オープン
PC状況調査、提案）

（オンライン）授業数、種類（オ
ンライン、AL、対面、ユニバーサ
ル、受講方法の多様性）、

授業満足度（オンラ
イン、リアル）
Wifi繋がりやすさ

・授業満足度（オンライン、リアル）と前年度比
・IT環境（クラウド、学内LAN、オンライン講義用

ツール）がどれくらい整備されているか

適切な学生交流（傾向、理
由調査）

学生交流イベント数
参加者数

学生満足度
イベント内容

・（授業外）学生交流イベント数、形態（オンライ
ン、リアル）、参加者数、課外活動満足度と前年
度比

キャンパス環境、施設など
の改善（学食状況調査、提
案）

学食座席数
図書館他施設利用回数・人数

学生満足度
利用目的

・施設のオンライン化状況（図書館他）
・施設の利用者数（リアル、オンライン）と前年度

比

資格取得（みずほ会、その
他資格の体制調査、提案）

資格講座数
認知度

学生満足度
資格内容

・対象資格数、資格講座数と形態（オンライン、リ
アル）、参加者数と前年度比、学生認知度

キャリアサポート（希望に
叶う就職支援体制の評価）

キャリアイベント数
就職率

学生満足度 ・キャリアイベント数と形態（オンライン、リア
ル）、参加者数と前年度比、学生満足度、就職率



中核
課題

マテリアリティ
KPI 他大学が回答／自己評価するための質問案

（※評価対象は、原則として直近の前年度とする）定量データ 定性データ

地域社会と
の繋がり

施設開放（学生食堂・図書館
など）

利用人数（延べ人数） 施設の利用目的 ・開放施設利用人数（延べ人数）と前年度比

学生による社会活動（ボラン
ティア等）

ボランティアや活動型ALへ
の参加人数（延べ人数）

ボランティアや活
動型ALの活動内容

・学生が参画する社会活動（ボランティア等）への参加学生
の人数（延べ人数）と前年度比

・その活動内容はSDGsの17ゴールの内、どのゴールに貢献
しているか。

社会（学校・行政・企業）と
の協働（イベント共催・地元
名物の共同開発など）
外部NPO/NGOからのイン
プット（専門家招聘など）

協働プロジェクト数 協働プロジェクト
の内容

・行政・企業・NPO等との協働によるイベントやプロジェ
クト（オンライン/リアル）が何件あるか。

・その内容はSDGsの17ゴールの内、どのゴールに貢献して
いるか。

教育機会の提供（公開講座・
出前授業など)

公開講座/イベント（オンラ
イン/リアル）への参加者数
（延べ人数）

講座/イベント（オ
ンライン/リアル）
の内容

・公開講座やリカレント教育（オンライン/リアル）への参
加者数（延べ人数）と前年度比

・それら講座内容はSDGsの17ゴールの内、どのゴールに貢
献しているか。

環境問題へ
の取り組み

ゴミのリサイクルの実施、分
別回収（2016年度5万3千kgか
ら減量）

廃棄量／リサイクル量 意識啓発の実施 ・廃棄物の廃棄量／年（分別回収の有無やリサイクル量）
・キャンパスが複数個所の場合は、キャンパス毎や総計

エネルギー（電気・ガス）の
使用量の削減

使用量（の推移） 意識啓発の実施 ・年間エネルギー使用量（電気、ガス、再エネ率）

水の無駄使いの削減 使用量（の推移） 意識啓発の実施 ・年間水使用量（上水や中水の使用状況、井戸・地下水を利
用している場合は、その使用状況）

教職員と学生の連携（環境情
報の見える化、情報共有、意
識の醸成）

連携の取組みの実施数
学生生活調査等での認知状
況

掲示板やwebサイ
トでの公表内容

・教職員や学生が知る機会はあるか？（入学前・後）
・実施している連携の取組みの内容は？
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4．今後の展望・課題

• 定性的・定量的指標を用いたアク
ションプランの立案→活動→結果
の評価→継続的フォロー、という
一連の手立てを講じること

• 本学では：中長期計画（の見直
し）への本指標の提案、達成度評
価指標への組み込み、進捗確認

• 他大学では：USR活動の自己評価
指標への組み込み

• USR研究会が示した7つの中核課題
のうち「ガバナンス・コンプライ
アンス・リスクマネジメント・ア
カウンタビリティ」「人権」「労
働・教育環境」「公正ビジネス慣
行・市場ルール」にかかる検討

• 今回提案した指標案の継続的検
討・見直し

今後の展望 今後の課題
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